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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　その中心部軸方向に収装孔を設けた筒状の取付脚部とこの取付脚部の上部に設けた取付
部から成り、前記取付脚部を複写機などの装置本体に設けた取付孔へ挿入固定させる取付
部材と、支持部と搖動部を有し前記取付部に設けた両側板部の内側に前記支持部をヒンジ
ピンを介して回動可能に取り付けた原稿圧着板の支持部材と、この支持部材と前記取付部
材との間に設けられた回転制御手段とから成り、この回転制御手段を、前記揺動部に回転
可能に取り付けたローラと、このローラと取付部材との間に前記収装孔内部に収装させて
設けられた圧縮コイルスプリングと、前記ローラと前記圧縮コイルスプリングの間に当該
圧縮コイルスプリングに被せて取り付けた筒状のスプリングガイドとで構成すると共に、
前記ローラにはその両端部に中央部よりも小径の係合部を設け、前記中央部を前記揺動部
に設けたローラ収容部内へ収容させつつ、前記係合部を前記ローラ収容部の両側部に形成
したローラ係合片の各半円係合部へ下方から嵌入させることにより、前記ローラが前記ロ
ーラ収容部内での軸方向への移動を規制されるように成したことを特徴とする、原稿圧着
板開閉装置。
【請求項２】
　前記スプリングガイドは、前記圧縮コイルスプリングの上端部にその外周と上端部を覆
って取り付けられる筒状のものとしたことを特徴とする、請求項１に記載の原稿圧着板開
閉装置。
【請求項３】
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　前記スプリングガイドは、前記圧縮コイルスプリングの上端部に当該圧縮コイルスプリ
ングの内側と上端部を覆って取り付けられるフランジ部を有する筒状のものとしたことを
特徴とする、請求項１に記載の原稿圧着板開閉装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プリンタ、スキャナー、印刷機、或は複写機等の原稿圧着板を開閉する際に
用いて好適な原稿圧着板開閉装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、とくに複写機の原稿圧着板の開閉装置として、通称棒ヒンジと称せられる原稿圧
着板開閉装置が、原稿自動送り装置付でない原稿圧着板、或は原稿自動送り装置付きのも
のであっても比較的に重量の軽い原稿圧着板の開閉装置として広く用いられている。
【０００３】
　このような原稿圧着板開閉装置は、装置本体側へ取り付けられる取付部材より取付脚部
を垂下し、この取付脚部を装置本体へ上下方向に設けた取付孔へ着脱可能に挿入させて、
原稿圧着板を原稿圧着板開閉装置ごと装置本体に対して着脱できる上に、原稿が本のよう
に厚い厚物原稿の場合には、取付脚部が取付孔内を上下方向へスライドして、原稿圧着板
で厚物原稿の上面を水平状態で覆うことができるように構成されている。
【０００４】
　このような通称棒ヒンジと称せられる原稿圧着板開閉装置として、例えば下記特許文献
１に記載されたものが公知である。この特許文献１に記載された原稿圧着板開閉装置は、
装置本体の後部上端の上下方向へ設けた取付孔へ着脱可能に挿入される取付部材を兼ねる
筒状の取付脚部の上端側に、原稿圧着板の後部へ取り付けた支持部材をヒンジピンを介し
て回動可能に取り付けたもので、取付脚部内部には圧縮コイルスプリングが収装され、支
持部材には圧縮コイルスプリングと対向する位置にカム部を設け、このカム部と圧縮コイ
ルスプリングとの間にスライダーを設け、このスライダーに支持部材のカム部が当接する
ように構成したものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００１－９８８３９号公報
【０００６】
　近年、複写機はより一層のコストダウンをせまられており、従来公知の通称棒ヒンジと
称せられる原稿圧着板開閉装置にあっても、より部品点数を少なくしてコストダウンを図
ったものが求められている。また、プリンターやスキャナー、印刷機といった原稿圧着板
を持つＯＡ機器にあっても大幅なコストダウンが求められており、部品点数を省略してよ
り構成の簡単な原稿圧着板開閉装置が求められている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本願発明は、以上の諸事情を勘案してなされたものであり、その目的は、余分な部品点
数を減らして構成を簡単にし、より安価に製造できる、原稿圧着板開閉装置を提供せんと
するにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を達成するために本発明は、その中心部軸方向に収装孔を設けた筒状の取
付脚部とこの取付脚部の上部に設けた取付部から成り、前記取付脚部を複写機などの装置
本体に設けた取付孔へ挿入固定させる取付部材と、支持部と搖動部を有し前記取付部に設
けた両側板部の内側に前記支持部をヒンジピンを介して回動可能に取り付けた原稿圧着板
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の支持部材と、この支持部材と前記取付部材との間に設けられた回転制御手段とから成り
、この回転制御手段を、前記揺動部に回転可能に取り付けたローラと、このローラと取付
部材との間に前記収装孔内部に収装させて設けられた圧縮コイルスプリングと、前記ロー
ラと前記圧縮コイルスプリングの間に当該圧縮コイルスプリングに被せて取り付けた筒状
のスプリングガイドとで構成すると共に、前記ローラにはその両端部に中央部よりも小径
の係合部を設け、前記中央部を前記揺動部に設けたローラ収容部内へ収容させつつ、前記
係合部を前記ローラ収容部の両側部に形成したローラ係合片の各半円係合部へ下方から嵌
入させることにより、前記ローラが前記ローラ収容部内での軸方向への移動を規制される
ように成したことを特徴とする。
【０００９】
　本発明はさらに、前記スプリングガイドは、前記圧縮コイルスプリングの上端部にその
外周と上端部を覆って取り付けられる筒状のものとしたことを特徴とする。
【００１０】
　本発明はさらに、前記スプリングガイドは、前記圧縮コイルスプリングの上端部に当該
圧縮コイルスプリングの内側と上端部を覆って取り付けられるフランジ部を有する筒状の
ものとしたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　請求項１～３に係る各発明にあっては、中心部軸方向へ上部開放の収装孔を設けた筒状
の取付脚部を有する取付部材と、この取付部材の上部に設けた両側板部にヒンジピンを介
して回動可能に取り付けられた原稿圧着板の支持部材と、この支持部材と前記取付部材と
の間に設けられた回転制御手段とから成り、この回転制御手段を、前記取付脚部の前記収
装孔内部に収装された圧縮コイルスプリングからなる弾性手段と、この弾性手段と対向さ
せて前記支持部材に設けたローラと、このローラと前記圧縮コイルスプリングの間に当該
圧縮コイルスプリングに被せて取り付けた筒状のスプリングガイドとで構成すると共に、
前記ローラにはその両端部に中央部よりも小径の係合部を設け、前記中央部を前記揺動部
に設けたローラ収容部内へ収容させつつ、前記係合部を前記ローラ収容部の両側部に形成
したローラ係合片の各半円係合部へ下方から嵌入させることにより、前記ローラが前記ロ
ーラ収容部内での軸方向への移動を規制されるように成したことによって、部品点数を省
略し、構成をより一層簡単にしてコストダウンを図った上で、ローラにより原稿圧圧着板
の開閉操作をよりスムーズに行うことができる安価な原稿圧着板開閉装置を提供できるも
のである。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明に係る原稿圧着板開閉装置を用いた複写機の斜視図である。
【図２】本発明に係る原稿圧着板開閉装置の複写機に対する取付状態を示す複写機の一部
側断面図である。
【図３】本発明に係る原稿圧着板開閉装置の側面図である。
【図４】本発明に係る原稿圧着板開閉装置の分解斜視図である。
【図５】本発明に係る原稿圧着板開閉装置の側断面図である。
【図６】本発明に係る原稿圧着板開閉装置の動作を説明するための側断面図である。
【図７】本発明に係る原稿圧着板開閉装置の動作を説明するための側断面図である。
【図８】本発明に係る原稿圧着板開閉装置の他の実施例を示す分解斜視図である。
【図９】図８に示した本発明に係る原稿圧着板開閉装置の動作を説明するための側断面図
である。
【図１０】本発明に係る原稿圧着板開閉装置のさらに他の実施例を示す分解斜視図である
。
【図１１】図１０に示した本発明に係る原稿圧着板開閉装置の動作を説明するための側断
面図である。
【図１２】本発明に係る原稿圧着板開閉装置のさらに他の実施例を示す分解斜視図である
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。
【図１３】図１２に示した本発明に係る原稿圧着板開閉装置の動作を説明するための側断
面図である。
【図１４】図１２に示した本発明に係る原稿圧着板開閉装置の動作を説明するための側断
面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下に本発明に係る実施例を複写機の原稿圧着板開閉装置として説明するが、本発明に
係る原稿圧着板開閉装置は、複写機以外のプリンタ、スキャナー、印刷機等のＯＡ機器に
も原稿圧着板の重量、機能、構造を考慮した若干の設計変更を加えるのみで、そのまま実
施できるものである。また、原稿圧着板以外のものの開閉体（例えばインクカートリッジ
収容部のカバーなど）の開閉装置としても、そのまま実施できるものである。この場合に
は原稿圧着板を開閉体或はカバーと読み替えるものとする。装置本体は、本発明に係る開
閉装置を用いる複写機、プリンタ、スキャナー、或は印刷機の全てに当てはまるものであ
る。
【実施例１】
【００１９】
　図１と図２において、指示記号１で示したものは、例えば画像形成装置とも称せられる
複写機である。この複写機１は、装置本体２と原稿圧着板３から成り、この装置本体２上
のコンタクトガラス４上へ原稿（図示せず）を圧着させるために用いられる本発明に係る
原稿圧着板開閉装置５は、とくに図１と図２に示したように、装置本体２の後部上端へ原
稿圧着板３の後部を開閉可能に連結させるものである（図１のＡ）。尚、原稿圧着板３は
、図示はしてないが公知構成の原稿自動送り装置付きのものと、そうでないものとの二種
類からなり、本発明に係る原稿圧着板開閉装置は、どちらの原稿圧着板にも適用できるも
のであるが、好ましくは原稿自動送り装置付きでない軽くてそれ自身が中折れするなどし
て厚物原稿にも対処できるように構成した原稿圧着板開閉装置である。
【００２０】
　この原稿圧着板開閉装置５は、図３～図７に示したように、筒状を呈した取付脚部６を
有する取付部材７と、この取付部材７の上部に設けた両側板部８、８にヒンジピン９を介
して回転可能に取り付けられた支持部材１０と、この支持部材１０の揺動部１１に回転可
能に取り付けられたローラ１２と、取付部材７の取付脚部６の中心部軸方向に設けた収装
孔１３に収装されてその底部１３ａとローラ１２との間に弾設された例えば圧縮コイルス
プリングから成る弾性手段１４と、この弾性手段１４の上端部側の外側を覆って嵌着され
た筒状のスプリングガイド１５とで構成されている。
【００２１】
　取付部材７は、例えばＰ０Ｍ（ポリアセタール）のような合成樹脂製材料で成形したも
ので、その中心軸方向に底部１３ａ付きの収装孔１３を設けた取付脚部６とこの取付脚部
６の上部に離間対向させて設けた一対の両側板部８、８を有する平面角状を呈した支持部
材収容部７ａとで構成されている。この取付部材７は、また、全体として段付きの角状を
呈し、支持部材収容部７ａに連通して取付脚部６の中心部軸方向に設けられた収装孔１３
は断面円形状を呈している。この収装孔１３は、その底部１３ａにボス部１３ｂを有し、
このボス部１３ｂはとくに図５に示したように、弾性手段１４の底部側に嵌入している。
取付部材７の支持部材収容部７ａには、ヒンジピン９を挿通させる連結孔７ｂ、７ｂが設
けられている。取付脚部６は上述したように段付きのもので、リフト機能を持たないため
、従来公知のものよりはその長さを短くしてあり、その上端一側に取付孔６ｂを有する取
付片６ａが設けられている。尚、取付部材７の支持部材収容部７ａには両側板部８、８の
各一端部を共有して閉塞部８ａが設けられている。
【００２２】
　ヒンジピン９は、とくに図４に示したように、フランジ部９ａを有し、ヘッダー加工し
た炭素鋼線製のもので、支持部材１０の支持部１０ｂを取付部材７の支持部材収容部７ａ
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の両側板部８、８へ回転可能に連結させた後、その端部をかしめることによって、後述す
るように、取付部材７と支持部材１０との間でかしめによりフリクショントルクが発生す
るように、当該取付部材７と支持部材１０を連結するものである。
【００２３】
　支持部材１０は、例えばＰ０Ｍ（ポリアセタール）のような合成樹脂製材料を成型した
もので、ヒンジピン９の連結孔１０ａを挟んで一方に支持部１０ｂを他方に揺動部１１を
設けたものである。支持部材１０の両側部の連結孔１０ａの回りには、断面円形状を呈し
たボス部１０ｃ、１０ｃ（一方のみ図示）が設けられている。揺動部１１の揺動先端側に
は、断面半円形状を呈したローラ収容部１１ａが設けられ、このローラ収容部１１ａの両
側端部にローラ収容部１１ａよりも小径の半円係合部１１ｂ、１１ｂを設けたローラ係合
片１１ｃ、１１ｃが設けられている。支持部１０ｂには、原稿圧着板３の後端部を取り付
ける係合溝部１０ｄや１０ｅ及び取付ネジのネジ孔１０ｆ等が設けられている。また、支
持部１０ｂの後端部側にはストッパー部１０ｇが設けられている。
【００２４】
　ローラ１２には、例えば快削鋼製の丸棒状のもので、その両端部にその中央部１２ａよ
りも小径の係合部１２ｂ、１２ｂを有し、その中央部１２ａをローラ収容部１１ａ内へ収
容させつつ、係合部１２ｂ、１２ｂをローラ係合片１１ｃ、１１ｃの半円係合部１１ｂ、
１１ｂへ嵌入させており、このことによりローラ１２は回転自在であるが左右への移動規
制がなされている。尚、このローラ１２は回転することが望ましいが、回転しなくともス
プリングガイド１５との接触面に潤滑性のグリスを塗布させることにより、潤滑性が促進
されるように構成しても良い。
【００２５】
　弾性手段１４を構成する圧縮コイルスプリングは、公知構成のＳＷＰ－Ｂ製のもので、
原稿圧着板３の重量及び重心に応じて、その弾力を調節することができる。
【００２６】
　スプリングガイド１５は、例えばステンレス鋼製の材料で作られた筒状のもので、周壁
部１５ａと上面部１５ｂを有し弾性手段１４の上端部にキャップのように被されている。
【００２７】
　そして、回転制御手段１７は、この実施例１にあっては、取付脚部６の収装孔１３内部
に収装された圧縮コイルスプリングからなる弾性手段１４と、この弾性手段１４と対向さ
せて支持部材１０に設けたローラ１２と、このローラ１２と弾性手段１４の間に当該弾性
手段１４に被せて取り付けた筒状のスプリングガイド１５とで構成されている。
【００２８】
　したがって、取付脚部６に設けた収装孔１３へ弾性手段１４を収容させ、この弾性手段
１４の上端部にスプリングガイド１５を被せ、支持部材１０の揺動部１１に設けたローラ
収容部１１ａへローラ１２の中央部を収容させて、その係合部１２ｂ、１２ｂを半円係合
部１１ｂ、１１ｂへ嵌入させた状態で、揺動部１１を支持部材収容部７ａへ挿入させて押
し込み、連結孔７ｂ、７ｂと連結孔１０ａで孔合わせした後、これらの連結孔７ｂ、７ｂ
と１０ａへヒンジピン９を挿入させて連結させた後、ヒンジピン９の端部をかしめること
によって、原稿圧着板開閉装置５の組み立てが完了する。この際に、ボス部１０ｃ、１０
ｃと支持部材収容部７ａの内壁との間にフリクショントルクが創出されるようにすること
は任意にできるし、他のフリクション部材を介在させることにより、フリクショントルク
が創出されるように構成しても良い。また、このフリクショントルクは、創出されないよ
うに構成しても良い。
【００２９】
　このように組み立てた本願発明に係る原稿圧着板開閉装置５は、図１に示したように、
通常一対用いられ、支持部材１０の後端部を原稿圧着板３の後端部下面に取り付けた後、
とくに図２に示したように、装置本体２の後部上端に設けた取付孔２ａ、２ａ（一方のみ
図示）へ取付部材７の取付脚部６を挿入させてその取付片６ａを取付ネジ１６でネジ止め
することで、原稿圧着板３を装置本体２へ開閉可能に取り付けることができるものである
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。
【００３０】
　次に、本発明に係る原稿圧着板開閉装置５の作用について説明すると、上述したように
原稿圧着板３を装置本体２へ取り付けて、原稿圧着板３を閉じた状態において、回転制御
手段１７のローラ１２は、とくに図５に示したように、スプリングガイド１５の一側部側
に位置しており、弾性手段１４の弾力により支持部材１０を原稿圧着板３が閉じる方向へ
回動付勢させているので、原稿圧着板３は自己の重量と、弾性手段１４の弾力によりコン
タクトガラス４上へ圧着されている。もっとも、ここのところは、弾性手段１４の弾力が
ローラ１２へ作用しないようにその有効長を定めても良い。この場合は原稿圧着板３はそ
の自重のみで閉成状態を保っている。
【００３１】
　この原稿圧着板３の閉成状態から、コンタクトガラス４上へ原稿を載置するために、当
該原稿圧着板３を開いて行くと、ヒンジピン９を支点に共に回転する支持部材１０によっ
て、揺動部１１の回転制御手段１７を構成するローラ１２はスプリングガイド１５を介し
て弾性手段１４を若干押し込んで、その上面をスライドして移動し、図６に示したように
、原稿圧着板３がコンタクトガラス４、即ち、装置本体２に対して略８°の開成角度にな
った時に、弾性手段１４の中心作用線とヒンジピン９及びローラ１２の中心を結ぶ直線が
平行となるので、支持部材１０はどちらの方向にも回動付勢されない状態になる。さらに
原稿圧着板３を開くと、弾性手段１４による付勢方向が反転して今度は原稿圧着板３を開
成方向へ付勢して、図７に示したように、支持部１０ｂのストッパー部１０ｇが取付部材
７の閉塞部８ａへ当接するまで開かれる。尚、この８°の開成角度に限定はない。その後
、開いた原稿圧着板３は開成方向へ付勢された状態となるので、当該原稿圧着板３は閉成
方向へ自然落下することなく開成状態を保つことになる。この開成角度は実施例のもので
略５０°であるが、この開成角度についても限定はない。
【００３２】
　次に、開いた原稿圧着板３を閉じる際には、略８°までの閉成角度までに弾性手段１４
をローラ１２を介して押し込む際の抵抗に遭遇するが、略８°でヒンジピン９とローラ１
２の中心を結ぶ直線と、弾性手段１４の作用中心線が平行となった以降は、弾性手段１４
がローラ１２を上方の原稿圧着板３を閉じる方向へ押す弾力が作用して、原稿圧着板３は
自重と弾性手段１４の付勢力により自動的に閉じられる。
【００３３】
　以上説明したように、この実施例１に係る原稿圧着板開閉装置５は、回転制御手段１７
により、支持部材１０の回転制御を介して原稿圧着板３の閉成状態においては当該原稿圧
着板３の浮き上がり現象の生じない安定した閉成状態を保つことができ、所定の開閉角度
からは原稿圧着板３を開成方向へ付勢して全開成角度で安定的に当該原稿圧着板３を支持
させておくことができる上に、原稿圧着板３の閉成操作時に置いては、当該原稿圧着板３
が急激の閉じないように制御することができるものである。また、ローラ１２を設けたこ
とは、とくに重量の軽い原稿圧着板３の開閉操作時に、揺動部１１とスプリングガイド１
５との間の滑りをよくし、開閉操作をスムーズにする効果がある。
【実施例２】
【００３４】
　図８と図９は、本発明に係る原稿圧着板開閉装置のさらに他の実施例を示す。この実施
例２に係る原稿圧着板開閉装置２０は、回転制御手段２１を構成する圧縮コイルスプリン
グから成る弾性手段２２に被せるスプリングガイド２３の構成が異なるのみで後は実施例
１と同じである。この実施例２に係るスプリングガイド２３は、ＳＵＳ製の筒状を呈した
本体部２３ａと、この本体部２３ａの上端にフランジ部２３ｂを有する筒状のもので、本
体部２３ａの外径を弾性手段２２の内径に合わせて当該本体部２３ａを弾性手段２２の内
側へ嵌入させ、フランジ部２３ｂを弾性手段２２の上端部に被せてなるものである。
【００３５】
　このように実施しても本発明の目的は達成できる。
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【実施例３】
【００３６】
　図１０と図１１は、本発明に係る原稿圧着板開閉装置のさらに他の実施例を示す。この
実施例３に係る原稿圧着板開閉装置２５においては、回転制御手段３１は、収装孔２６ａ
内に収装され、取付部材２６と支持部材２７との間に設けた捩じりコイルスプリングから
成る弾性手段２９で構成されている。そして、弾性手段２９の一方の端部２９ａを取付部
材２６に設けた当接部２６ｂに係止させ、他方の端部２９ｂを支持部材２７に設けた係止
孔２７ａに係止させている。
【００３７】
　本実施例３に係る原稿圧着板開閉装置２５は、回転制御手段３１を構成する、捩じりコ
イルスプリングから成る弾性手段２９のトルクを適宜選択することにより、原稿圧着板３
０を閉成状態で安定維持させて、当該原稿圧着板３０の浮き上がりを防止でき、所定の開
成角度からの跳ね上げは、取付部材２６と支持部材２７との間に設けた公知構成のクリッ
ク手段、カム手段、フリクション手段、或は係合手段等により防止することができるもの
である。また、弾性手段２９の弾力により、原稿圧着板３０を開くときは、その重量を余
り感じさせることなく開成操作を行うことができ、原稿圧着板３０が開成状態から自然落
下してしまうのを防止することができるものである。
【００３８】
　このように実施しても、本発明の目的は達成でき、より部品点数が少なくなって、構成
が簡単になることにより、より単価の低い原稿圧着板を提供できるものである。
【実施例４】
【００３９】
　図１２～図１４は、さらに本願発明に係る原稿圧着板開閉装置の他の実施例を示す。こ
の実施例４に係る原稿圧着板開閉装置３５おいては、回転制御手段４０は、ヒンジピン３
６で互いに回動可能に連結した取付部材３７と支持部材３８との間に張設した引張コイル
スプリングから成る弾性手段３９で構成され、収装孔３７ａ内へ収装させたものである。
この弾性手段３９の一端部３９ａを取付部材３７の内底部に設けた係止部３７ｂへ係止さ
せ、他端部３９ｂを支持部材３８の係止長孔３８ａへ係止させて成るものであり、原稿圧
着板４１の開成位置での安定保持は、弾性手段３９の他端部３９ｂが係止長孔３８ａ内を
移動することによって図られるが、この係止長孔３８ａと共に、取付部材３７と支持部材
３８との間に設けた公知構成のクリック手段、カム手段、フリクション手段、或は係合手
段等により図ることもできるものである。
【００４０】
　このように実施しても、本発明の目的は達成でき、より部品点数が少なくなって、構成
が簡単になることにより、より単価の低い原稿圧着板を提供できるものである。
【産業上の利用可能性】
【００４１】
　本願発明は以上のように構成したので、極力部品点数を省略した安価な原稿圧着板開閉
装置を提供でき、比較的に軽量の原稿圧着板を開閉するものとして、複写機を始めとして
、プリンタ、スキャナー、印刷機等の原稿圧着板開閉装置として好適に用いられることが
できる。
【符号の説明】
【００４２】
　１　複写機
　２　装置本体
　３、３０、４１　原稿圧着板
　４　コンタクトガラス
　５、２０、２５、３５　原稿圧着板開閉装置
　６　取付脚部
　６ａ　取付片
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　７、２６、３７　取付部材
　７ａ　支持部材収容部
　７ｂ　連結孔
　８　両側板部
　８ａ　閉塞部
　９、２８、３６　ヒンジピン
　９ａ　フランジ部
　１０、２７、３８　支持部材
　１０ａ　連結孔
　１０ｂ　支持部
　１０ｃ　ボス部
　１０ｄ　係合溝部
　１０ｅ　係合溝部
　１０ｆ　ネジ孔
　１０ｇ　ストッパー部
　１１　揺動部
　１１ａ　ローラ収容部
　１１ｂ　半円係合部
　１１ｃ　ローラ係合片
　１２　ローラ
　１３、２６ａ、３７ａ　収装孔
　１３ａ　底部
　１３ｂ　ボス部
　１４　弾性手段
　１５　スプリングガイド
　１６　取付ネジ
　１７、２１、３１、４０　回転制御手段
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